
業務プロセス転換・
政策転換に向けた取組

次期SIP/FSより
抽出された取組

SIP成果の社会実装
に向けた取組

スタートアップの事業創出
に向けた取組

若手人材の育成
に向けた取組

研究者や研究活動が
不足解消の取組

国際標準戦略の促進
に向けた取組

○

生成AIを活用したインフラ施設管理高度化AIの開発効率化

令和７年５月
国土交通省

研究開発とSociety 5.0との橋渡しプログラム
programs for Bridging the gap between R&d and the IDeal society (society 5.0) and Generating Economic and social value

令和６年度 最終評価様式

 実施する重点課題（特に該当するものには◎、そのほかで該当するものには○（複数可）を記載）

 関連するSIP課題（該当するものには○を記載）

持続可能な
フードチェーン ヘルスケア 包摂的

コミュニティ
学び方・
働き方

海洋
安全保障

スマート
エネルギー

サーキュラー
エコノミー

防災ネット
ワーク

インフラ
マネジメント

モビリティプ
ラットフォーム

人協調型
ロボティクス

バーチャル
エコノミー

先進的量子
技術基盤

マテリアル
事業化・
育成エコ
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① 全体概要

社会実装に向けた施策・取組等の全体俯瞰の中での成果（進捗の説明）

・点検業者の不足等が深刻化しているなか、インフラ施設においては設備の老朽化により管理の高度化が喫緊の課題となっている。
・高度化を図るにあたっては、人間が行っている作業を代替し、生産性の向上や労働力不足の解消を可能とする、AIの活用が期待されている。
・一方で、AIの開発にあたっては大量のデータでAIを鍛える必要があるものの、排水機場ポンプなど非常用設備の故障・障害や自然災害等による構造物の
損傷・破壊など、通常のあるべき姿と異なる異常事象の発生前後のデータ（センサデータ、映像等）については、蓄積が少ないことがAI開発のボトルネックと
なっている。
・そこで、生成AIを活用して不足しているデータを生成し、設備の故障・障害の発生予兆検知や寿命予測、構造物の被災事象検知などインフラ施設管理の
高度化を実現するAIの開発を効率化・加速化する。

＜①解決すべき社会課題＞

＜②取組施策の内容＞

＜③成果の社会実装＞

【テーマ①】非常用設備の故障予兆検知・寿命予測AIの開発促進
・対象とする非常用設備の排水機場に計測装置を設置し、稼働時データを常時計測しつつ遠隔地で情報をモニタリングし、かつデータ蓄積を行う。そして、当
該情報を基にした生成AIにより、様々な故障・障害を模したデータを生成し、発生予兆検知や寿命予測を行うAI技術を開発する。
【テーマ②】構造物の損傷・破壊状況・規模の高度検知AIカメラの開発促進
・生成AIを活用して不足している電気設備の故障・障害や自然災害等による構造物の損傷・破壊などのデータ（教師データ）を生成し、インフラ施設管理
等の高度化を実現するAIの開発を効率化する。また、生成AI活用に必要な映像情報収集のためのバックボーンの検討や電気設備の管理データ活用につ
いて検討する。
【テーマ③】現場条件に適した新技術の抽出と比較表作成の自動化・省力化
・様々なプロジェクトを設定し、それに応じた現場条件データを生成することで、最適な技術選定を行うAIの学習に活用する。

【テーマ①】非常用設備の故障予兆検知・寿命予測AIの開発促進
・他の非常用設備への展開のための「非常用設備における故障・障害の発生予兆検知・寿命予測におけるAI活用の手引き（仮称）」の作成。
【テーマ②】構造物の損傷・破壊状況・規模の高度検知AIカメラの開発促進
・異常事象検知AIの機器仕様書や異常事象検知AIのための生成AI利用におけるガイドラインを策定する。また、これらに基づき作成されたAIを災害の早期
把握や設備保全に利活用することで普及を図る。
【テーマ③】現場条件に適した新技術の抽出と比較表作成の自動化・省力化
・「新技術情報提供システム（NETIS）」に技術選定結果の自動表示システムを実装することで、発注者・受注者ともに最新の技術に関する情報を得るこ
とができ、適切な技術選定に寄与する。
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② 全体俯瞰図

１．社会実装に向けた施策・取組等の全体俯瞰の中での成果（進捗の説明）

生成AI

様々な環境条件を設定し、
それに応じた災害・障害
発生時の映像データを生成

異常
正常

AIカメラの学習に活用

計算機上で設備の不具合を再現し、
障害発生時の振動データを生成

故障予兆検知AIの学習に活用

異常事象を検知するAIの開発効率化

各種計測装置を設置

ポンプ主軸
渦電流変位計

社会実装方策

大量の学習用データセットを用いて国研
や民間企業(メーカ、ソフトベンダ等)が
「インフラ施設管理高度化AI」等を開発
（既存AIシステムの強化）

①非常用設備の故障予兆検知・寿命予測AIの開発促進

②構造物の損傷・破壊状況・規模の高度検知AIカメラの開発促進

③現場条件に適した新技術の抽出と比較表作成の自動化・省力化

国研・民間企業がAI開発

公共・民間の設備保全に活用
現場導入するための基準類整備
効果や課題を確認 
直轄現場で試行実証

NETIS

・・・・・
C技術

B技術
A技術

比較表
現場条件技術活用実績

+ 現場条件
データ

条件に適合する選択肢を示すAIの開発効率化

技術選定AIの学習に活用様々なプロジェクトを設定し、
それに応じた現場条件データを生成

DB
新技術データ

○○工事

技術選定AI

現場条件
データ

技術名称 ： Ａ技術 Ｂ技術 Ｃ 技術
技術概要 ： ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・
●経済性

コスト ●●円/m3 ▲▲円/m3 ■■円/m3
●品質・出来形

使用材料 ●● ▲▲ ■■
使用機械 BH BH＋BD BH

●施工性 　
工程 ●●日 ▲▲日 ■■日

　 　 現場条件 ●● ▲▲ ■■
適用範囲 ●●～●▲ ▲▲～▲● ■■～■●

●環境
騒音・振動 基準以下 基準以下 基準以下

総合評価 ○ ◎ ▲

インフラ施設管理の高度化を実現するAIの開発が効率化・加速化することによって、老朽化が進む設備インフラの維持管理や更新の高度化を図るとともに、
様々な環境条件における災害・障害等の異常事象発生検知、それらに対する最適な技術を用いた迅速な対応が可能となる。

○期待される効果



２．研究成果及び出口戦略、達成状況（取組全期間）

テーマ ①非常用設備の故障予兆検知・寿命予測AIの開発促進

• 全国の排水機場20機場に状態監視モニタリングシステムを設置し、データを蓄積できる環境を整備。
• 過年度土木研究所にて設置した全国5箇所の排水機場のセンサデータに基づき、主ポンプや減速機等のデジタルツインを構築。
• 構築したモデルの中で、部品の損傷や劣化の状況を反映した上でシミュレーション（劣化加速試験）を実施し、疑似異常データを生
成。

• 生成した疑似異常データに基づき、過年度構築した異常検知モデルの高度化の可能性を検証し、有用性を確認

① 研究成果及び達成状況

• R7年度以降、デジタルツインモデルで生成した異常値と、土木研究所で購入予定の小型ポンプにて発生させた異常値との比較検証
により、デジタルツインモデルによる疑似データ生成の有用性を検証予定。

• R7年度以降に、非常用設備における故障・障害の発生予兆検知・寿命予測におけるAI活用ガイドラインのとりまとめを予定。

② 出口戦略・研究成果の波及

・特になし
③ 目標達成状況等の特記事項

4

デジタルツインモデルの構築 疑似異常データの生成

デジタルツインモデル（ポンプ基礎）

デジタルツインモデル（減速機）

過年度、土木研究所にて全国5機場に先行して設置した
センサデータを用いて排水機場設備のデジタルツインを構築

3Dモデルの
中に実物に
近い形で細
かな仕様を
設定

構築したモデルの中で、部品の損傷や劣化の状況を反映した上で
シミュレーションを実施し、疑似異常データを生成

疑似異常データ・時刻歴波形

異常検知モデルの高度化
生成した疑似異常データに基づき、過年度構
築した異常検知モデルの高度化を実施

異常検知モデル

Input

ポンプ主軸のミスアライメント（軸ズレ）：0.1°ピッチで変化

異常検知モデルの高度化（余寿命予測の精度向上）

疑似異常データ



２．研究成果及び出口戦略、達成状況（取組全期間）
テーマ ②構造物の損傷・破壊状況・規模の高度検知AIカメラの開発促進

• 越波、降雪による車両スタックの2事象を対象に、生成AIによる画像の生成及びそれを用いた事象検知AIの精度向上の可能性を検
証。

• 教師データが少ない越波を対象とした検証では、生成AIにより生成した画像を教師データとして追加することによって精度向上を確認。
• 教師データが一定程度確保できている場合は精度向上に繋がりにくいことも確認でき、適用ケースについての示唆を得た。
• 実務適用に即した事象検知AIによる検知情報の表示方法の高度化を検討し、今後の実務適用のあり方をとりまとめた。

① 研究成果及び達成状況

• 生成AIによる教師データ拡充及び事象検知AIの精度向上の研究成果として、精度向上が見込めるケースや期待できる範囲について、
その成果を国土交通省関係機関およびベンダ等に広く成果普及することを通じ、今後の事象検知AIの効果的な発展に知見を活用。

• 実務適用に即した検知情報の表示方法の成果としては、関係者とも共有・意見交換の上で標準仕様書（案）への活用を見込む。

② 出口戦略・研究成果の波及

• 特になし
③ 目標達成状況等の特記事項

5

入力 異常検知 発報

学習

画像

正常

異常

モデル構築

データ送受信

画像

モデル構築/再学習

運用
データ蓄積

監視カメラ等

ネットワーク

画像

日常利用

対象施設

データ収集 学習用の画像データに、今回AIにて生成する画像を追加し、
再学習以降の精度検証プロセスを実施

デプロイ

評価

生成AIによる教師データの拡充

生成AIにより生成した画像
（上：降雪時の車両スタック、下：越波）

画像生成AIで、対象事象の画像を生成、事象検知AIを再学習・精度評価
実務適用に即した検知情報の表示方法

作成した検知情報表示画面案
（上：降雪時の車両スタック、下：越波）

画面に表示する項目や表示方法を施設管理者及びAI開
発ベンダーに対して意見照会した上で画面案を作成

訓練データ 実画像
（越波有無各50枚）

実画像
（越波有無各50枚）

生成画像
（越波有100枚）

Precision 0.95 1.00
Recall 0.78 0.80

F1-score 0.86 0.89
精度向上

越波の検証結果

事象検知AIに
追加し再学習

事象検知AIのフロー

道路として認識
波として認識

車両として認識



２．研究成果及び出口戦略、達成状況（取組全期間）
テーマ ③現場条件に適した新技術の抽出と比較表作成の自動化・省力化

（生成AIによる技術比較表作成機能）
• 発注者指定型で需要の多かった「車道アスファルト舗装工」について、技術比較表のプロトタイプをテスト環境に構築。
• ユーザーの要求事項の入力に伴い、NETIS申請情報から関連する技術を自動抽出、比較表形式で確認できる機能の開発、検証

を完了。
（生成AIによる閲覧中技術の類似技術表示機能の構築・実装）
• NETIS閲覧中の新技術において、申請情報をもとに生成AI技術にて類似技術を一覧表示する機能を構築・実装。

① 研究成果及び達成状況

【出口戦略・研究成果の波及】
• 生成AIによる技術比較表作成機能については、検証により明らかになった課題への対応について継続検討を実施予定。
（電子納品データや評価情報等の補完情報を生成AIに与え、回答精度の向上を図る。）

• 生成AIによる閲覧中技術の類似技術表示機能については、R7年度よりNETISの中で実運用を開始。

② 出口戦略・研究成果の波及

• 特になし
③ 目標達成状況等の特記事項

6

生成AI等による技術比較表作成機能 生成AIによる閲覧中技術の類似技術表示機能

閲覧中の新技術情報画面

類似技術の表示

類似する技術（生成AIにて作成）を
クリック

類似技術検索結果を表示

「耐久性が向上する技術が見たい」と入力

生成AIが、車道アスファルト舗装
工に該当する技術を抽出し、入
力された内容に関連するNETIS情

報を比較表形式で表示

閲覧者の要求事項に対応した技術比較表



テーマ名 実施内容の概要と
到達目標（KPI）

到達目標（KPI）に
対する実績

最終年度（単年度）の
実施内容と実績

①非常用設備の故障予兆検
知・寿命予測AIの開発促進

• 排水機場20機場に状態監視用モニタ
リングシステムを設置

• 排水機場の主ポンプや減速機等のデジ
タルツインを構築

• 構築したデジタルツイン上で疑似異常
データを生成

• 生成した疑似異常データに基づき過年
度構築した異常検知モデルを高度化

• 全国の排水機場20機場に状態監視
モニタリングシステムを設置

• 既計測のセンサデータに基づき排水機
場の主ポンプ等のデジタルツインを構築

• 構築したデジタルツイン上で損傷や劣化
を反映した疑似異常データを生成

• 生成した疑似異常データに基づき異常
検知モデルの高度化を検証し有用性を
確認

• 同左

②構造物の損傷・破壊状況・
規模の高度検知AIカメラの開
発促進

• 越波、降雪による車両スタックの2事象
を対象に、生成AIによる画像の生成

• 生成AIにより生成した画像を用いた事
象検知AIの精度向上に向けた検証・
分析

• 越波、降雪による車両スタックの2事象
を対象に、生成AIによる画像を生成

• 生成AIにより生成した画像を用いた事
象検知AIの精度向上への寄与を検証

• 特に教師データが少ない事象では生成
AIにより生成した画像を追加することに
よって精度向上を確認

• 同左

③現場条件に適した新技術の
抽出と比較表作成の自動化・
省力化

• 国土交通省が運用しているNETIS
（新技術情報提供システム）において、
生成AIを活用して類似技術表示機能
を開発

• 作成した類似技術表示機能をNETIS
に実装

• 「車道アスファルト舗装工」を対象に生
成AIによる技術比較表作成機能（プ
ロトタイプ）の構築、検証を完了

• 生成AIによる閲覧中技術の類似技術
表示機能を開発し、国土交通省が運
用しているNETISへの実装を完了

• 同左

３．到達目標（KPI）に対する実績

7



４．実施体制及び実施者の役割分担

8

各省PD
国土交通省 大臣官房
参事官（イノベーション）

森下 博之

③現場条件に適した新技術の抽出と比較表作成
の自動化・省力化
大臣官房 参事官（イノベーション）グループ

実施事項：プロジェクト統括（方針決定、 進捗
フォロー等）

（一財）先端建設技術センター
実施事項：技術比較における現状、課題、対応

案の整理

日本工営（株）
実施事項：技術比較モデルの作成・実装検討・
精度向上検討、生成AIによる現場条件データの

生成

（株）イー・アイ・－ソル
実施事項：全国20機場に状態監視モニタリング
システムを設置

（株）ニュージェック
実施事項：排水機場の異常検知や余寿命予測
を目的に、故障を模したデータを生成するデジタル
ツイン技術の適用を検証

（株）三菱総合研究所
実施事項：生成AIにより生成した教師データによ
る事象検知AIの精度向上について検証

（株）ＨＡＣＡＲＵＳ
実施事項：排水機場の異常検知を目的にAI技
術を用いたAI異常検知システムを試作

①非常用設備の故障予兆検知・寿命予測AIの
開発促進

・大臣官房 参事官（イノベーション）グループ
実施事項：プロジェクト統括（方針決定、 進捗

フォロー等）
・国立研究開発法人土木研究所
実施事項：生成AI関連システムの開発・リスク評

価（業務発注等）

②構造物の損傷・破壊状況・規模の高度検知AI
カメラの開発促進

・大臣官房 参事官（イノベーション）グループ
実施事項：プロジェクト統括（方針決定、 進捗

フォロー等）
・国立研究開発法人土木研究所
実施事項：生成AI関連システムの開発・リスク評

価（業務発注等）
（一社）建設電気技術協会

実施事項：生成AI活用促進に向けた通信基盤
の検討

（株）三菱総合研究所
実施事項：AI開発環境構築支援



 本BRIDGE事業の成果に基づき、次年度以降協議会の立ち上げを想定。協議会においては、各社の研究開発を
促進するための排水機場の運用データの公開を予定しており、AIベンダ側でAI異常検知システムの構築が行いやす
い環境を整備（参入障壁の低下）、新たな市場形成を図る。

 AIの活用を見据えた河川排水機場ポンプ設備の改良やセンサー等の改良等も期待される（ポンプメーカー、センサー
メーカー等による新規開発投資）。

 民間によるこれらの技術開発により、河川排水機場ポンプ設備の故障等に伴う大規模災害（内水氾濫等）による
巨額の損害リスクの抑制が可能となる。また、予防保全を行うにあたり、これまで熟練技術者が担っていた点検・診断
業務等についてAI異常検知システムを活用することにより時間とコストが削減され、施設管理の大幅な効率化に貢献
する。

 協議会の設立を見据えピッチイベントを開催。ポンプメーカー2社、AIベンダー7社がプレゼンターとして、プレゼン資料の
作成及びイベント後の参加者からの質問・問合せ対応へ協力を得た。

 AIベンダーのうち、2社についてはAI異常検知システムの開発のための見積対応等も実施。
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５．民間研究開発投資誘発効果及びマッチングファンド

①民間研究開発投資誘発効果（財政支出の効率化）

②民間からの貢献度（マッチングファンド）
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